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第 2 章では，チラミンによるアリールスルファターゼ合成の抑制解除とそのグルコースによる cata.
bol i terepressi on について述べた。そしてグルコースはアリールスルファターゼの合成を直接抑制す
るのではなくて，チラミンのアリールスルファターゼ合成に対する効果を抑制することを明らかにし
た。またグルコースはチラミンの膜透過に影響をおよぼさないことを示した。さらにアリールスルフ














本論文は微生物の代謝制御を Klebsi el a ( Aerobacter) aerogenes のアリールスルファターゼの生合成
系を材料として研究したものであり，このアリールスルファターゼの生合成には硫黄化合物による抑
制，チラミンによる抑制解除， さらに catabolite repression が関与していることを示し，さらに種々な
変異株を用い，種々な条件下における酵素生成能をしらべ，それぞれの物質の生合成系への関与の機
構を明らかにしている。
従来クラトース系， トリプトファンやヒスチジンなどの合成系，ホスファターゼ系などについて酵
素生合成の制御機構が詳細に研究されて来ているが，抑制物質と抑制解除物質，両者による複雑な生
合成系の代謝制御機構を研究した例は少く 本論文のような研究が基礎の生物の研究と応用の微生物
の研究とのつながりをつけていくものと考える。
以上の如く本論文は微生物工業ならびに一般生物科学の進歩に貢献するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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